






























3. against the sky 
三、空に向かって
実はこれはオノ・ヨーコの作品で、それまで美術といえ
ば絵画や彫刻のようなものだと思っていたぼくにとって、こんなふうに言語のみでできた美術作品というだけでもまったく驚きの代物でした。そして、左ページ全面を使って載っているのは一枚の写真。ほぼすっ裸にも見える格好で、大きな旭日旗を両手で広げ、目をひんむいて意味不明な叫びを上げながら真っ昼間の団地 敷地を駆け抜けていく、誰がどう見た イカレた男──舞踏家、土方巽。見開きの上で、オノの言葉と土方の肉体、両者 叫びがぶつかりあい、ぼくが同時代には見 ことができなかった日本 アヴァンギャルドが、今ここで炸裂している、そ 光景──田舎の純朴真面目な優等生だ ぼく 心に焼きついれは、ぼくのその後の呪わしい原風景と ってしまいました。
次に取り上げる『間章著作集』は、新入生の皆さんの新
たな門出を祝うにはあまりふさわしくな かもしれません。しかし、世界の悲惨からも己 絶望からも目を背け、児戯的な高揚感にいつまでも胸躍らせている脳天気な若者もそう多くはいないでしょうし こんな本がこんな時代に出
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